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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含 めて分か りやす く記入のこと)
本研究では高いイオン伝導性 を持つ液体電解質 を多数の細孔 を持つシ リカ薄膜 に複合化
させ ることによ り液体電解質に由来す る高いイオ ン伝導性 と固体電解質並みの安全性を有
す るリチ ウムイオン伝導体 を作製す ることを目的 としてい る。界面活性剤 をテ ンプ レー ト
とする自己組織化法 を採用 し、細孔構造の異なるシリカ薄膜 を作製 し、 リチ ウム電解液 を
多孔体内部 に導入 した。薄膜化にっいてはゾル ・ゲル-スピンコー ト法 と粉体を電気泳動 に
よ り堆積 させ る電気泳動法 によ り行 った。それ らの薄膜 について細孔構造 とイオン伝導性
の関連 を見 ることにより、固液複合イオン伝導体 に最適な細孔構造の探索を行った。
ゾル ・ゲルース ピンコー ト薄膜 については焼成 を450℃と550℃の条件で行い,それぞれ
の薄膜資料 について細孔容積な どが変化す ることを小角X線 回折 と窒素吸脱着測定により
確認 した。Fig.1に小角X線 回折結果 を,Fig.2に窒素脱着時のBJH法 による細孔径分布 を
示す。450℃焼成試料に比べて550℃焼成試料はX線 回折のメインピークの強度が3分 の2
程度であ り,細孔容積に関 しても同様 に低下 していた。インピーダンス測定結果 をFig.3に示
す。450℃焼成試料ではイ ンピーダンスプ ロットか らイオン伝導性が確認 でき,高周波側 を外
挿 した点のイ ンピーダンス実数成分で評価 した場合2.0×10も-3S/cmの導電率が得 られた。
550℃焼成試料はイオン伝導性 を示 さなかった。小角X線 回折結果 と窒素吸着測定の結果 よ
り550℃焼成試料 の細孔容積 が小 さい ことが分かってお り,電解液が十分に含浸 されず,イオ
ン伝導性が得 られなかったと考 え られ る。細孔容積 の小 さな薄膜 ではイオン伝導性が得 ら
れない ことがわか り、薄膜 が大きな細孔容積 を有す ることが複合化後 のイオン伝導性 に必
要なことがわかった。
電気泳動法 については作成 したシ リカ多孔体粉体 を白金 ・シリコン基板上に堆積 させ、
薄膜化 させ ることに成功 した(Fig,4)。電解液含浸後の試料 のイ ンピーダンスを測定 した と
ころ、経時変化が大き く、電極下部への電解液 の含浸が容易ではない と考え られた(Fig.5)。
今後は液体透過性 のある基板への非多孔性 シリカ粉末の堆積 に成功 してい ることか ら、電
気泳動法 を用いて液体透過性基板 への多孔体薄膜の作成 と電解液複合化が期待できる。特
に、孔径の大きな多孔性粉体の使用 によ り従来 の薄膜 とは異 なった性質 の新 たな固液複合
イオン伝導体の作成が期待 できる。
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